
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ア リ シア ： はいっ ！ 今回の『 リ ヒ テ ン ブ ルグ魔法学園・ 特別講義』 は、 フ ェ ルン山脈の  

麓にあり ま すラ ン ト 温泉から お送り さ せていただき ま す～ 

ユーナ ： 温泉の泉質は、 硫黄泉……皮膚病、 美肌、 リ ュ ウ マ チなど に効果がある上、  

なんと 解毒作用もあっ た り し ま～す！ 

エ ン ヴ ィ ー： あのさ ぁ ……なんで特別講義を 、 温泉でやら なく っ ち ゃ いけないんだ？ 

ア リ シア ： え 、 え～っ と ～……それは～ 

レ テ ィ ーシャ ： ……それはも ち ろ ん、 私が入り たかっ たから よ 。  

エ ン ヴ ィ ー： う わっ ！ も う 酒飲んでる よ 、 こ の年増…… 

ア リ シア ： え 、 エ ン ヴ ィ ーち ゃ ん……仮にも先生なんだから 、 そ んな口の聞き方し ち ゃ ダ メ ですよ～ 

エ ン ヴ ィ ー： はぁ ……こ んなダ メ 教師から 、 何を教われっ ていう んだ？ 

ユーナ ： ん～……反面教師、 っ てヤツ ？ 

レ テ ィ ーシャ ： ふん……温泉に来て一杯やる と いう 楽し みを教えずし て、 何が教育だっ て言う のよ 。  

リ ゼッ ト ： はいはい、 そ こ ま で……先生も 、 ほど ほど にし て く だ さ い。  

エ ン ヴ ィ ー： でも さ ぁ …… 

リ ゼッ ト ： いいじ ゃ ない、 たま にはこ う いう 講義があっ ても……教室でかし こ ま っ てするばかり が、  

勉強じ ゃ ないでし ょ う ？ 

レ テ ィ ーシャ ： そ う そ う ……さ すがリ ゼッ ト 、 話せるわね～ 

リ ゼッ ト ： でも先生は、 ち ょ っ と ばかり 羽目を外し すぎです……も う 少し 、 自重し て く だ さ い。  

レ テ ィ ーシャ ： う ……は、 はい…… 

ユーナ ： ……ど っ ち が先生だかわかんないね、 こ り ゃ 。  

ア リ シア ： の、 ノ ーコ メ ン ト にさ せていただき ま す～ 

エ ン ヴ ィ ー： ふん……なら 、 のぼせち ゃ う 前にさ っ さ と 始めてよ 。  

リ ゼッ ト ： そ う ね……先生、 そ ろ そ ろ お願いし ま す。  

レ テ ィ ーシャ ： え～っ ！ めんど く さ ～い……も っ と 飲む～…… 

リ ゼッ ト ： 先生……次は真面目にお願いし ま すっ て 、 前回お願いし ま し たよ ね？ 

レ テ ィ ーシャ ： え 、 えーっ と ……じ ゃ 、 今回も リ ゼッ ト に…… 

リ ゼッ ト ： リ ゼッ ト に 、 じ ゃ あり ま せん……教師と し ての本分を 、 果たし て く だ さ いね。  

ユーナ ： う わぁ ……慈母のよ う な微笑みの向こ う 側に、 地獄の鬼が垣間見えたよ 。  

エ ン ヴ ィ ー： ……あれはそ う そ う 、 真似でき そ う にないなぁ 。  

レ テ ィ ーシャ ： し ょ 、 し ょ う がないわね……じ ゃ 、 今回は『 レ イ テ ン ス 』 についてのおさ ら いよ 。  

レ テ ィ ーシャ ： みんな知っ ての通り ……『 レ イ テ ン ス 』 は、『 リ ヒ テ ン ブ ルグ魔法学園』 の学生に貸与 

さ れる マ ジッ ク ア イ テ ムね。  

レ テ ィ ーシャ ： こ の『 レ イ テ ン ス 』 を通し て、 自ら の潜在能力を顕現さ せる事が出来るかど う か…… 

そ れが『 リ ヒ テ ン ブ ルグ魔法学園』 の、 最終入学試験と なるわ。 

 

レ テ ィ ーシャ ： 潜在能力を顕現さ せる事の出来た学生は、 晴れて 『 リ ヒ テ ン ブ ルグ魔法学園』 への入学 

を認めら れる っ ていう 事ね。  

レ テ ィ ーシャ ： こ の時、 潜在能力を顕現さ せた 『 レ イ テ ン ス 』 はそ の学生を主と 定め……二度と 主を 

変える事のない、 深いつながり を持ち ま す。  

レ テ ィ ーシャ ： 言っ てみれば、 身体の一部……いえ、 魂の一部と 言っ ても過言じ ゃ ないんだから 、  

大切に扱いなさ い。  

レ テ ィ ーシャ ： ……そ う すれば『 レ イ テ ン ス 』 は、 き っ と あなた達に応えて く れる から 。  

エ ン ヴ ィ ー： う 、 う ぅ ん…… 

ユーナ ： ふにゃ ～…… 

ア リ シア ： の、 のぼせそ う です～…… 

リ ゼッ ト ： あら あら ……みんな、 そ ろ そ ろ限界みたいですよ 。  

レ テ ィ ーシャ ： 何よ 、 人が珍し く ノ ッ てき た っ ていう のに……ホン ト 、 だら し ないわね。  

リ ゼッ ト ： 続き は、 涼みながら お願いし ま す……それじ ゃ みんな、 そ ろ そ ろ出ま し ょ う 。  

ガラ ッ  
エルフ リ ーデ： お待たせいたし ま し た……髪を結う のに、 時間がかかっ てし ま いま し たわ。  

エ ン ヴ ィ ー： ……何言っ てんだ、 も う みんな出る と こ ろ だよ 。  

エ ルフ リ ーデ： え ゛ っ ！ ど 、 ど 、 ど う いう 事ですの！ 

エ ン ヴ ィ ー： ど う も こ う も……みんなも う 、 のぼせそ う なの。  

エ ルフ リ ーデ： ひ、 人が苦労し て髪を結っ てき た と いう のに…… 

エ ン ヴ ィ ー： ……そ んな髪し てる方が、 悪いんだろ 。  

ユーナ ： 縦ロ ールの、 ツ イ ン テ ールだも んね～……あれ洗っ て乾かし てたら 、 一日じ ゃ き かないん 

じ ゃ ない？ 

ア リ シア ： お手入れ、 大変かも し れま せんけれど……エルフ リ ーデさ んの髪の毛、 綺麗でう ら やま し い 

です～ 

リ ゼッ ト ： ご めんなさ いね、 エ ルフ リ ーデ……向こ う で涼みながら 待っ てる から 、 ゆっ く り つかっ て 

ら っ し ゃ いな。  

エ ルフ リ ーデ： …………… 

エ ン ヴ ィ ー： な、 なんだよ 、 エ ルフ リ ーデ……涙目で、 こ っ ち睨み付けて。  

エ ルフ リ ーデ： き ぃ っ ！ こ れもみんな、 あなたのせいですわ。 エ ン ヴ ィ ーっ ！！ 

エ ン ヴ ィ ー： えーっ ！ な、 なんだよ 、 そ れ！ 

ア リ シア ： え 、 エ ルフ リ ーデさ んが、 キレ ち ゃ いま し たよ～ 

ユーナ ： ……いつもの八つ当たり じ ゃ ん。  

レ テ ィ ーシャ ： ……歪んだ愛情よね。  

エ ルフ リ ーデ： 今日こ そ 、 こ の場で成敗し てさ し あげま すわ……いでよ 、 エ ン ジェ ル・ ハイ ロ ゥ ！ 

エ ン ヴ ィ ー： ふん、 そ う いう 事なら 返り 討ちだよ……フ レ ア っ ！ 

リ ゼッ ト ： いいんですか？ レ イ テ ン ス ま で、 持ち出すみたいですけれど 。  

レ テ ィ ーシャ ： 子供のオ モ チャ には、 過ぎた代物なんだけど ね……ま 、 好き にさ せ 

と き なさ い。  

エ ルフ リ ーデ： 光の矢よ！ 現れ出でて、 我が敵を貫け！ 

エ ン ヴ ィ ー： さ せる かっ ！ 爆っ ！ 

ア リ シア ： ふ、 二人と も～……温泉で騒いじ ゃ 、 いけないんですよ～ 

ユーナ ： えーと ……そ う いう 問題じ ゃ 、 ないんじ ゃ ないかな？ 


